
【
研
究
ノ
ー
ト
】

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て

 

渡　

邊　
　
　

健

 

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
）

摘　
　

要

本
稿
で
は
、
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
た
内
容
を
報
告
す
る
。
本
書
は
米
子
市
立
町
の
鹿
島
恒
勇
家
旧
蔵
で
、
平
成

二
十
年
に
山
陰
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ
た
同
家
の
和
歌
資
料
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
当
時
、
鹿
島
家
和
歌
資
料
の
調
査
に
当
た
ら
れ
た
原
豊
二
氏
が
、『
山
陰

研
究
』
第
三
号
に
そ
の
概
要
を
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本
書
に
つ
い
て
も
、
幕
末
の
米
子
歌
壇
の
活
動
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。（「
幕
末
の
米
子
歌
人
―
新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
求
の
た
め
に
」
平
成
二
二
年
一
二
月
）
本
書
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か

ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
頃
に
か
け
て
、
主
に
米
子
の
豪
商
・
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
り
、
一
〇
一
四

首
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
数
が
多
く
、
ま
た
癖
の
強
い
読
み
に
く
い
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
が
、
稿
者
の
所
属
す
る
「
米
子
高
専
古
文
書
の
会
」
が
平
成
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
本
書
の
解
読
を
進
め
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
作
業
が
完
了
し
た
。『
米
子

工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
五
号
（
令
和
二
年
三
月
発
行
予
定
）
に
、
翻
刻
本
文
に
解
題
を
添
え
て
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の

作
業
に
関
わ
っ
た
者
の
立
場
か
ら
、
本
書
の
内
容
と
資
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
整
理
と
考
察
を
試
み
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鹿
島
家　

鹿
島
長
行　

米
子
歌
壇　

類
題
和
歌
集

一
、
書
誌
、
書
写
者
に
つ
い
て

　

本
書
は
、
米
子
市
立
町
の
鹿
島
恒
勇
家
（
鹿
島
本
家
）
旧
蔵
本
で
、
現
在
は
米

子
市
立
山
陰
歴
史
館
の
所
蔵
で
あ
る
。（
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
１

Ｍ
Ｇ　

〇
二
三
三
、 

〇
二
三
二
」、
整
理
書
名
「
無
題
和
歌
集
」）
本
書
は
外
題
・

内
題
共
に
な
く
、
書
名
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
書
物
を
最
初
に
調
査
・
報
告

さ
れ
た
原
豊
二
氏
の
呼
称
に
従
っ
て
『
無
題
歌
合
集
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る）

1
（

。

　

本
書
は
袋
綴
（
紙
縒
綴
）
一
冊
の
写
本
で
、
縦
二
八
・
〇
糎
×
横
二
〇
・
二
糎
、

大
本
よ
り
や
や
大
き
な
書
型
で
あ
る
。
表
紙
は
本
文
と
同
じ
楮
紙
で
題
簽
は
な

一
九

山
陰
研
究
（
第
十
二
号
）
二
〇
一
九
年
十
二
月
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く
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。（
写
真
１
）
本
文
は
一
〇
二
丁
で
遊
紙
は
な
く
、

第
一
丁
目
表
か
ら
一
〇
二
丁
目
表
ま
で
に
二
十
種
の
歌
会
・
歌
合
が
記
さ
れ
、

一
〇
二
丁
目
裏
が
裏
表
紙
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
は
一
面
八
行
、
和
歌
一
行
書
き

を
基
本
と
し
、
歌
の
後
に
そ
の
作
者
の
名
の
み
記
す
。（
写
真
２
）
八
九
丁
目
以

降
は
、
紙
数
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
か
、
和
歌
と
和
歌
の
間
に
「
左
」

「
右
」
や
勝
負
付
を
記
し
て
お
り
、
無
理
に
詰
め
て
書
写
し
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。（
写
真
３
）

　

本
書
に
は
、
幕
末
に
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
、
冒
頭
に
歌
会
・
歌
合
の
月
日
、
場
所
、

題
、
判
者
等
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。（
便
宜
上
、
収
録
さ
れ
た
順
に
丸
数
字

を
付
す
）

①
神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵

②
お
な
じ
く
十
九
日
略
会　

滄
廼
舎

③
お
な
じ
く
廿
八
日
略
会
虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵

④
霜
月
二
日
略
会　

日
孝

⑤
兼
題　

橋
上
霜　

古
蔭
撰

⑥
兼
題　

鷹
狩　

古
蔭
喜
蔭
両
撰

⑦
兼
題　

閑
居
夢　

古
蔭
撰

⑧
兼
題　

馬　

古
蔭
撰

⑨
兼
題　

冬
暁
月

⑩
網
代

⑪
埋
火　

寄
山
恋

⑫
題　

立
春　

社
頭
松

⑬
雪
中
若
菜

⑭
山
家
鴬

⑮
田
家
梅

⑯
九
月
末
つ
か
た　

喜
蔭
撰

⑰
遠
山
雪　

喜
蔭
武
彦
両
撰

⑱
喜
蔭
武
彦
両
評

⑲
題　

朝
落
葉　

炭
竃　

橋　

喜
蔭
評

⑳
兼
題　

立
春　

喜
蔭
武
彦

　

本
書
の
総
歌
数
は
、
重
複
歌
を
含
め
一
〇
一
四
首
で
あ
る
。
右
の
う
ち
、
⑪
の

末
尾
に
「
嘉
永
六
と
せ
の
う
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
会
・

歌
合
の
行
わ
れ
た
時
期
が
判
明
す
る
。
①
〜
⑪
ま
で
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
、

癸
丑
）
の
十
月
か
ら
十
二
月
、
⑫
〜
⑲
は
嘉
永
七
年
（
十
一
月
二
十
七
日
に
改
元

し
て
安
政
元
年
）、
⑳
は
月
日
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
⑰
・
⑲
の
歌
合
が
主
に

冬
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
立
春
か
ら
始
ま
る
四
季
題
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の

で
、
年
の
明
け
た
安
政
二
年
正
月
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

本
書
の
保
存
状
態
は
決
し
て
良
く
は
な
く
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
や
本
の
傷
み
、

若
干
の
虫
損
は
あ
る
も
の
の
、
本
文
の
解
読
に
支
障
の
あ
る
箇
所
は
な
か
っ
た
。

　

本
書
の
書
写
者
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
見
て
、
鹿
島
本
家
九
代
の
長
行
と
認
め
ら

れ
る
。
⑧
〜
⑫
の
歌
合
の
本
文
の
後
に
は
、「
追
加
」
と
し
て
判
者
・
小
谷
古
蔭

の
詠
歌
が
一
、 

二
首
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
短
冊
類
に
見
え
る
古
蔭
の
書
体
と

は
違
い
、
長
行
の
筆
跡
で
あ
る
。
ま
た
⑩
の
末
尾
に
は
、「
口
上
を
し
る
す
」
と

し
て
、
終
わ
り
に
「
古
蔭
」
と
あ
る
文
章
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
長
行
の
筆
跡
で
、

文
字
通
り
古
蔭
が
歌
合
後
に
口
頭
で
語
っ
た
内
容
を
長
行
が
書
き
記
し
た
も
の
で

あ
る
。（
写
真
４
）

　

長
行
が
本
書
を
記
し
た
目
的
は
、
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
歌
会
・
歌
合
の
記
録
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
表
紙
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
公
開
や
二
次
利
用
を
意
図
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
私
的

二
〇

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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な
備
忘
録
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
嘉
永
六
、 

七
年
に
長
行

は
二
十
、 

二
十
一
歳
と
ま
だ
若
く
、
和
歌
を
本
格
的
に
詠
み
始
め
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
に
は
、
和
歌
の
初
心
者
ら
し
い
誤
字
・
脱

字
が
少
な
く
な
く
、
文
字
や
書
写
態
度
も
や
や
ル
ー
ズ
だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
本
書
を
資
料
と
し
て
利
用
す
る
際
に
は
そ
う
し
た
点
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

二
、
鹿
島
家
と
鹿
島
長
行
に
つ
い
て

　

鹿
島
家
は
も
と
備
前
岡
山
の
商
人
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
米
子
の
立
町
に
定
住

す
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
米
子
を
代
表
す
る
豪
商
と
な
っ
た）

2
（

。
米
子
城
家
老
・
荒

尾
氏
の
信
任
を
得
て
米
子
の
町
年
寄
役
を
務
め
る
な
ど
、
町
政
面
に
果
た
し
た

役
割
も
大
き
い
。
鹿
島
家
は
本
家
と
分
家
（
下
鹿
島
家
）
が
協
同
し
て
米
穀
・
質

屋
・
為
替
・
田
地
開
墾
等
の
事
業
を
行
い
、
巨
富
を
蓄
え
る
だ
け
で
な
く
、
米
子

城
四
重
櫓
の
修
復
に
関
す
る
入
用
金
調
達
を
は
じ
め
、
幕
末
期
に
藩
財
政
の
窮
乏

を
度
々
救
い
、
ま
た
凶
作
時
に
米
子
の
各
町
へ
米
銀
を
救
恤
す
る
な
ど
町
政
に
貢

献
し
て
い
る
。

　

鹿
島
家
の
家
訓
は
奢
侈
や
文
芸
を
好
む
こ
と
を
戒
め
て
い
た
が
、
五
代
長
智
の

頃
か
ら
風
雅
に
親
し
む
風
を
生
じ
、
和
歌
・
俳
句
・
茶
道
等
に
優
れ
た
者
を
輩
出

す
る
と
と
も
に
、
鹿
島
家
は
幕
末
頃
の
米
子
で
そ
れ
ら
の
活
動
を
庇
護
す
る
文
化

メ
セ
ナ
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
和
歌
に
お
い
て
は
、
鹿
島
本
家
五
代
・
長
智
が
紀

州
の
歌
人
・
国
学
者
の
本
居
大
平
の
弟
子
と
な
っ
て
お
り）

3
（

、『
類
題
鰒
玉
集
』
第

五
編
に
歌
を
一
首
採
ら
れ
て
い
る
。
上
の
系
図
に
見
え
る
者
で
は
、
他
に
鹿
島
本

家
の
長
行
・
下
鹿
島
家
の
重
正
・
重
尚
・
重
好
が
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
の
歌
人

で
あ
る
。

　

鹿
島
長
行
は
鹿
島
本
家
九
代
目
で
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）〜
明
治
二
八
年

（
一
八
九
五
）、
六
十
二
歳
。
安
政
年
間
（
一
八
五
四
〜
一
八
五
九
）
の
終
わ
り
頃

に
家
督
を
継
い
だ
と
見
ら
れ
、
分
家
の
重
倫
や
重
好
と
共
に
米
子
の
町
政
や
藩
財

政
の
窮
乏
を
救
う
た
め
に
貢
献
し
た
。
諸
芸
に
通
じ
る
中
で
も
特
に
和
歌
を
好

み
、
長
行
の
記
し
た
歌
書
類
や
蒐
集
し
た
短
冊
類
等
が
鹿
島
本
家
や
山
陰
歴
史
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
長
行
は
ま
た
茶
道
に
も
深
い
嗜
み
が
あ
り
、
鹿
島
本
家

に
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）〜
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
ま
で
に
長
行
の
記
し
た

【
鹿
島
家
系
図
】

〔
鹿
島
本
家
〕

〔
下
鹿
島
家
〕

初
代

  

高
林
三
郎
左
衛
門

二
代

  

三
郎
左
衛
門

四
代

  

治
郎
右
衛
門

（
鹿
島
本
家
・
下
鹿
島
家
過
去
帳
に
よ
り
作
成
）

五
代

  

長
智

六
代

  

長
貞

七
代

  

長
常

八
代

  

長
好

九
代

  

長
行

三
代

  

三
郎
左
衛
門

初
代

  

重
長

二
代

  

重
意

三
代

  

重
正

四
代

  

重
倫

五
代

  

重
昌

重
篤

重
尚
〔
灘
鹿
〕

重
好
〔
岩
鹿
〕

二
二

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
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『
会
席
控
』（
鹿
島
家
茶
会
記
と
呼
ば
れ
る
）
二
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
鹿
島
家
内

外
で
行
わ
れ
た
茶
会
の
記
録
で
あ
る
が
、
当
時
の
鹿
島
家
の
交
際
の
範
囲
が
後

藤
・
三
好
・
大
谷
と
い
っ
た
米
子
の
有
力
商
人
だ
け
で
な
く
、
出
雲
や
京
・
大
坂

の
商
人
・
僧
侶
・
士
分
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

長
行
の
和
歌
に
つ
い
て
当
時
の
類
題
和
歌
集
を
見
る
と
、『
類
題
鰒
玉
集
』
に

は
見
ら
れ
ず
、
嘉
永
七
年
刊
（
一
八
五
四
）
の
『
類
題
鴨
川
集
』
五
郎
集
に
八
首
、

安
政
四
年
刊
（
一
八
五
七
）
の
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
五
首
。
安
政
二
年
刊
（
編

集
は
嘉
永
七
年
頃
）
の
『
類
題
稲
葉
集
』
に
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。『
稲

葉
集
』
は
編
者
が
鳥
取
藩
内
の
歌
人
に
広
く
歌
の
提
出
を
求
め
、
序
に
記
す
と

お
り
歌
人
と
は
い
え
な
い
者
も
多
く
混
じ
っ
て
い
る
こ
と）

4
（

、
下
鹿
島
家
の
重
尚

が
一
五
首
、
重
好
が
一
一
首
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
長
行
が
当
時

二
十
一
、 

二
歳
と
若
年
だ
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
歌
人
と
し
て
の
評
価
は

劣
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

長
行
は
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
年
間
に
か
け
て
和
歌
的
著
作
を
多
く
残
し
て
お

り
、
そ
の
大
部
分
が
現
在
は
山
陰
歴
史
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な

も
の
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
今
論
じ
て
い
る
『
無
題
歌
合
集
』
に
関
連
す
る
資

料
と
し
て
、
嘉
永
六
年
十
一
月
六
日
の
『
歌
合
』（
同
館
整
理
番
号
Ｃ
１
Ｍ
Ｇ

〇
二
二
二
）
が
あ
る
。『
無
題
歌
合
集
』
の
④
の
歌
会
を
歌
合
に
編
み
直
し
、
小

谷
古
蔭
の
加
判
を
得
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る）

5
（

。
次
に
、
長
行
が
安
政
四
年
刊
の

『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
和
歌
を
投
稿
し
た
際
の
編
料
が
二
種
類
あ
り
、『
甲
寅
夏　

採
風
集
二
編
料　

詠
草
』（
同
〇
二
四
〇
）
が
草
稿
段
階
、『
採
風
集
二
編
料
』（
同

〇
二
三
一
）
が
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
後
者
は
和
歌
二
二
〇
首
を

収
め
る
が
、
米
子
歌
人
で
『
採
風
集
』
二
編
の
序
を
書
い
た
中
林
古
樹
が
添
削
や

合
点
を
付
し
て
お
り
、
地
方
歌
人
が
全
国
的
な
類
題
集
に
入
集
す
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
他
に
、
長
行
の
作
歌
の
た
め
の
手
控
え

帳
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、『
和
歌
雑
集
』（
同
〇
二
三
七
）
が
あ
り
末
尾
に
「
嘉
永

六
と
せ
の
春
」
と
あ
る
。
内
容
的
に
共
通
し
つ
つ
、
こ
れ
を
整
理
し
た
と
見
ら
れ

る
の
が
『
和
歌　

長
行
』（
同
〇
二
三
六
）
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
行
は
嘉
永
六
年
〜
安
政
年
間
に
か
け
て
多
く
の
和
歌
資
料
を

残
し
て
お
り
、
こ
の
頃
最
も
歌
道
に
熱
心
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
幕
末
の
米
子
歌
壇
の
活
動
を
把
握
し
、
ま
た
地
方
歌
人
と
当
時
の
全
国
的
な

類
題
和
歌
集
と
の
関
わ
り
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
調
査

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三
、
歌
合
の
判
者
に
つ
い
て

　
『
無
題
歌
合
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
合
の
う
ち
、
小
谷
古
蔭
は
⑤
〜
⑮
の
十
一

度
（
た
だ
し
⑥
は
佐
々
木
喜
蔭
と
両
判
）
で
判
者
と
な
り
、
そ
れ
以
後
は
⑯
で

佐
々
木
喜
蔭
、
⑰
〜
⑳
で
は
喜
蔭
と
中
林
武
彦
の
二
人
が
判
者
を
務
め
て
い
る
。

以
下
、
各
人
に
つ
い
て
人
物
と
歌
人
と
し
て
の
事
績
を
解
説
す
る
。

○

小
谷
古
蔭

　

小
谷
古
蔭
は
因
幡
の
国
学
者
・
歌
人
で
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
鳥
取
粟

谷
天
王
神
社
の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
た）

6
（

。
若
く
し
て
、
本
居
大
平
の
門
人
で

あ
っ
た
飯
田
秀
雄
に
国
学
・
和
歌
を
学
び
、
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
た
。
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
紀
州
に
赴
き
、
加
納
諸
平
（
柿
園
）
に
学
ぶ
と
と
も
に
、『
類

題
鰒
玉
集
』
第
五
編
（
弘
化
二
年
〔
一
八
四
五
〕
刊
）、
第
六
編
（
嘉
永
四
年

〔
一
八
五
一
〕
刊
）
の
編
集
に
助
力
し
た
。
後
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
紀
州
藩

国
学
所
学
頭
代
に
任
命
さ
れ
る
が
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
鳥
取
藩
に
召
還
さ

れ
て
国
学
方
手
伝
と
な
り
、
更
に
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
国
学
家
業
に
召

し
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
経
歴
は
省
略
す
る
が
、
国
学
よ
り
は
和
歌
を
専
ら
と
し
、

当
時
の
類
題
和
歌
集
に
は
多
く
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。

二
三
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加
納
諸
平
編
『
類
題
鰒
玉
集
』
に
は
、
第
四
編
（
天
保
十
二
年
〔
一
八
四
一
〕

刊
）
に
一
三
首
、
第
五
編
五
二
首
、
第
六
編
一
六
首
、
第
七
編
（
嘉
永
七
年

〔
一
八
五
四
〕
刊
）
三
首
。
長
澤
伴
雄
編
『
類
題
鴨
川
集
』
に
は
歌
が
採
ら
れ
な

い
も
の
の）

7
（

、
伴
雄
編
『
鴨
川
詠
史
集
』
の
初
編
（
嘉
永
六
年
〔
一
八
五
三
〕
刊
）

一
首
、
二
編
（
安
政
二
年
〔
一
八
五
五
〕
以
前
脱
稿
、
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕

刊
）
一
首
。
熊
代
繁
里
編
『
類
題
清
渚
集
』（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
刊
）
五
五

首
。
佐
々
木
弘
綱
編
『
類
題
千
船
集
』
初
編
（
安
政
元
年
〔
一
八
五
八
〕
刊
）
一

首
、
二
編
（
元
治
元
年
〔
一
八
六
四
〕
刊
）
一
首
。
鈴
木
重
胤
編
『
近
世
名
家
歌

集
類
題
』（
天
保
一
四
年
〔
一
八
四
三
〕
刊
）
五
首
。
鳥
取
の
歌
人
の
歌
を
集
め

た
『
類
題
稲
葉
集
』（
中
島
宜
門
編
、
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
刊
）
へ
の
入
集

は
一
四
首
と
や
や
少
な
い
が
、
幕
末
の
頃
に
小
谷
古
蔭
は
、
全
国
に
も
よ
く
名
の

知
ら
れ
た
歌
人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

古
蔭
と
鹿
島
家
と
は
か
ね
て
親
し
い
交
際
が
あ
り
、
下
鹿
島
家
の
邸
内
に
あ
っ

た
「
青
々
庵
」
に
し
ば
し
ば
滞
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期

に
青
々
庵
を
訪
れ
、
あ
る
い
は
招
か
れ
た
文
人
雅
客
が
そ
れ
を
讃
え
て
詠
ん
だ
漢

詩
・
和
歌
・
俳
句
等
を
集
成
し
た
「
鹿
島
家
青
々
庵
之
書
画
帖
」
が
残
さ
れ
て
い

る
が）

8
（

、
古
蔭
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
十
二
月
頃
に
「
あ
る
じ
」（
お
そ
ら
く
下

鹿
島
家
三
代
の
重
正
）
の
依
頼
を
受
け
て
そ
の
序
文
を
書
い
て
い
る
。
同
書
画
帖

の
中
に
、
青
々
庵
の
庭
の
景
を
賞
美
し
て
詠
ん
だ
「
翠
園
六
勝
」
の
歌
が
あ
る

が
、
そ
の
末
尾
に
、「
右
翠
園
六
勝
は
嘉
永
五
と
せ
の
冬
よ
り
春
か
け
て
青
々
庵

に
こ
も
り
居
て
よ
め
る
也
け
り　

高（
マ
マ
）階
古
蔭
」
と
あ
る
の
は
、
小
谷
古
蔭
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鹿
島
本
家
の
所
蔵
す
る
短
冊
帖
に
、

　
　
　
　

古
蔭
君
の
か
へ
り
給
ふ
に
別
れ
を
お
し
み
て

　
　

い
ま
は
と
て
君
い
そ
ぐ
と
も
立
花
の
香
お
り
と
ゞ
め
よ
軒
の
朝
風　
　

長
行

と
い
う
和
歌
短
冊
が
あ
り
、
長
行
と
古
蔭
と
の
親
交
を
う
か
が
わ
せ
る）

9
（

。

　

以
上
、
古
蔭
の
歌
人
と
し
て
の
経
歴
と
鹿
島
家
と
の
交
流
を
見
て
き
た
が
、
古

蔭
が
鹿
島
家
歌
合
の
指
導
者
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
の
は
や
は
り
、
加
納
諸
平
門
下

の
著
名
歌
人
と
し
て
そ
の
力
量
と
声
望
が
与
っ
て
大
き
い
の
だ
ろ
う
。
諸
平
の
も

と
で 『
類
題
鰒
玉
集
』 の
編
纂
作
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
経
験
が
買
わ
れ
、
鹿
島

家
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
に
投
稿
す
る
者
の
増
え
て
い
た
米
子
歌

人
か
ら
の
強
い
期
待
に
応
え
る
形
で
、
古
蔭
の
指
導
が
実
現
し
た
の
だ
と
み
た
い
。

○

中
林
武
彦

　

中
林
武
彦
は
『
無
題
歌
合
集
』
①
・
③
の
歌
会
に
歌
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
は
出
詠
は
な
く
、
⑰
〜
⑳
の
歌
合
で
佐
々
木
喜
蔭
と
共
に
判
者
を

務
め
て
い
る
。
荒
尾
氏
家
臣
の
医
師
で
あ
り
、『
鰒
玉
集
』
二
編
の
作
者
姓
名
録

に
「
武
彦　

伯
耆
米
子
医
師　

中
林
玄
備
」、『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
の
作
者
姓

名
録
に
「
武
彦　

伯
耆
米
子　

中
林
玄
備
」
と
あ
る
。
他
方
、『
鴨
川
集
』
太
郎

集
の
作
者
姓
名
録
に
「
古
樹　

伯
耆
米
子　

中
林
元
亭
」
と
い
う
、『
無
題
歌
合

集
』
の
作
者
で
あ
り
、
前
節
で
述
べ
た
鹿
島
長
行
の
『
類
題
採
風
集
』
の
添
削
を

し
た
中
林
古
樹
が
見
え
る
。『
鰒
玉
集
』
に
よ
っ
て
二
人
の
活
動
時
期
を
見
る
と
、

武
彦
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
第
二
編
か
ら
、
古
樹
は
第
五
編
か
ら
そ
の
歌

が
見
え
始
め
る
。
ま
た
、
武
彦
は
第
六
編
の
雑
部
に
「
六
十
賀
し
け
る
時
」
の
詞

書
を
持
つ
歌
が
採
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
樹
の
父
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

武
彦
は
『
鰒
玉
集
』
第
二
編
二
首
・
三
編
一
首
・
五
編
一
〇
首
・
六
編
三
首
、

『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
三
首
、『
類
題
稲
葉
集
』
一
六
首
が
見
え
、
米
子
歌
人
の
中

で
は
比
較
的
多
く
類
題
和
歌
集
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
鹿
島
家
と
は
交
流
が
あ

り
、
下
鹿
島
家
の
重
正
（
号
は
翠
舎
）
に
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、

鹿
島
翠
の
舎
の
御
本
に
玉
な
す
を
の
こ
生
れ
給
ふ
ほ
ぎ
に
寄
松
祝
と
い

ふ
こ
と
を

二
四

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）

－ 183 －



　
　

末
遠
く
さ
か
え
ん
ま
つ
は
ふ
た
葉
よ
り
は
や
も
千
載
の
色
ぞ
見
え
け
る

と
い
う
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
同
家
の
重
尚
の
四
十
賀
の
た
め
に
作
成
し
た
と
見
ら

れ
る
和
歌
短
冊
帖
に
は
、

　
　

き
み
が
へ
む
よ
は
ひ
の
数
は
一
声
に
千
世
を
こ
め
た
る
田た

鶴づ

ぞ
よ
む
蘭ら
ん

の
歌
が
あ
る）
10
（

。
武
彦
は
、
和
歌
の
力
量
が
認
め
ら
れ
、
父
子
で
鹿
島
家
の
歌
会
・

歌
合
に
参
加
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

○

佐
々
木
喜
蔭

　

佐
々
木
喜
蔭
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
生
ま
れ
で
没
年
は
未
詳
、
米
子
勝
田

神
社
（
現
米
子
市
博
労
町
）
第
十
五
代
禰
宜
で
あ
っ
た
神
職
・
歌
人
で
あ
る
。
因
幡

の
加
知
弥
神
社
の
神
職
で
国
学
者
・
歌
人
で
あ
っ
た
飯
田
秀
雄
に
和
歌
を
学
び
、

「
門
脇
重
矩
と
共
に
米
子
地
方
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る）
11
（

。『
鰒
玉
集
』

第
四
編
一
首
・
第
五
編
一
〇
首
・
第
六
編
一
一
首
・
第
七
編
一
一
首
、『
鴨
川
集
』

太
郎
集
一
首
、『
稲
葉
集
』
一
七
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。
鹿
島
家
歌
合
で
中
林
武

彦
と
共
に
判
者
を
務
め
て
い
る
の
も
、
米
子
歌
人
の
中
で
実
力
が
群
を
抜
き
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
喜
蔭
と
鹿
島
家
と
の
交
流

を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
し
て
は
、
下
鹿
島
家
の
重
正
の
四
十
賀
短
冊
帖
に
、

　
　

な
が
ら
へ
む
君
が
ゆ
か
り
の
色
な
れ
や
千
よ
松
が
え
の
ふ
じ
の
花
ぶ
さ

重
尚
の
四
十
賀
の
折
の
も
の
と
見
ら
れ
る
短
冊
帖
に
も
、

　
　

千
代
し
め
て
雲
井
に
遊
ぶ
芦
田
鶴
の
こ
ゝ
ろ
や
君
が
心
な
る
ら
む

と
い
う
喜
蔭
の
歌
が
見
ら
れ
る）
12
（

。
喜
蔭
が
鹿
島
家
か
ら
米
子
を
代
表
す
る
歌
人
と

し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

四
、
参
加
歌
人
に
つ
い
て

　
『
無
題
歌
合
集
』
に
収
め
ら
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
に
参
加
し
た
歌
人
の

う
ち
、
名
を
記
さ
れ
た
者
は
三
三
人
に
及
ぶ
。
そ
の
他
に
「
名
し
ら
ず
」「
飛
入
」

と
記
さ
れ
る
歌
が
計
九
首
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
も
う
少
し
多
い
人
数
が
参
加
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
で
は
、
そ
の
歌
の
作
者
は
姓
は
な
く
名
の
み
記

さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
た
歌
人
の
多
く
は
素
性
の
分
か
ら
な
い
者
で
あ
る
。
た
だ

し
、
当
時
の
類
題
和
歌
集
に
歌
が
入
集
し
て
い
た
り
、
他
の
資
料
等
に
よ
っ
て
姓

や
該
当
人
物
を
特
定
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
以
下
作
者
の
属
性
ご
と
に
そ

の
概
略
を
説
明
す
る
。

（
商
家
）

○

鹿
島
重
正

　

鹿
島
分
家
の
下
鹿
島
家
三
代
で
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）〜
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）。『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
の
鹿
島
重
正
の
項
に
は
、「
翠
屋
と
号
し
、

当
時
の
米
子
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
歌
集
で
は
な
い
が
、
自
筆
の
詠

草
上
下
二
冊
（
山
陰
歴
史
館
所
蔵
）
が
あ
り
、
残
さ
れ
た
短
冊
類
も
多
い
。『
類
題

鰒
玉
集
』
第
三
編
の
「
作
者
姓
名
録
」（
天
保
一
二
年
〔
一
八
四
一
〕
刊
）
を
編

集
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
刊
行
に
か
か
る
費
用
も
提
供
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
作
者
と
し
て
は
、『
鰒
玉
集
』
第
四
編
に
三
首
、
第
五
編

に
七
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。

○

鹿
島
重
好

　

下
鹿
島
家
二
代
重
意
の
四
男
。
重
正
の
異
母
弟
で
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

〜
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）。
分
家
し
て
岩
倉
町
に
邸
を
構
え
、「
岩
鹿
」
と
号

し
た
。
歌
集
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
近
、
米
子
市
立
図
書
館
に

自
筆
本
の
歌
集
の
写
し
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た）
13
（

。
そ
の
詠
歌
は
『
鰒
玉
集
』

第
六
編
三
首
・
第
七
編
一
首
、『
鴨
川
集
』
三
郎
集
五
首
・
四
郎
集
一
三
首
・
五

郎
集
一
四
首
、『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
一
四
首
、『
類
題
採
風
集
』
二
編
六
首
、『
類

題
稲
葉
集
』
一
一
首
に
見
え
る
。
同
族
の
長
行
と
は
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り

（
重
好
が
四
歳
年
長
）、
幼
少
の
頃
か
ら
竹
馬
の
友
と
も
い
う
べ
き
親
し
い
間
柄
で

二
五

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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あ
っ
た）
14
（

。
○

大
谷
兼
烈

　

大
谷
氏
は
米
子
灘
町
の
商
人
で
あ
り
、
廻
船
業
や
魚
鳥
座
の
経
営
で
財
を
成
し

た
富
豪
で
あ
る
。
一
族
か
ら
多
く
の
歌
人
が
出
て
い
る
が
、
全
国
的
な
類
題
集
に

名
が
見
え
る
の
は
兼
烈
と
友
愛
で
あ
り
、
兼
烈
は
鹿
島
家
と
交
流
が
深
く
、
歌

会
・
歌
合
に
も
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
。『
鴨
川
集
』
四
郎
集
の
作
者
姓
名
録
に

は
「
因
幡
藩
伯
耆
米
子
住　

大
谷
兼
烈
」
と
見
え
、
和
歌
は
『
鰒
玉
集
』
第
六
編

に
一
首
、『
鴨
川
集
』
四
郎
集
三
首
・
五
郎
集
一
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。

○

三
好
秀
興
・
秀
年

　

三
好
氏
は
米
子
日
野
町
・
道
笑
町
に
同
族
の
店
を
多
く
持
っ
た
富
商
で
、
分
業

し
て
米
穀
・
醸
造
・
小
間
物
・
油
・
塩
・
砂
糖
等
商
売
は
多
岐
に
及
ん
だ
。
当
時

の
類
題
集
に
は
、
秀
興
（
秀
奥
）・
秀
年
・
秀
顕
・
秀
篤
の
名
が
見
え
る
。『
鴨
川

集
』
四
郎
集
の
作
者
姓
名
録
に
「
秀
興　

伯
耆
米
子　

三
好
久
五
郎
」「
秀
年　

同
人
男　

三
好
慶
三
郎
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
秀
興
と
秀
年
は
父
子
関
係
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
秀
興
は
『
鰒
玉
集
』
第
五
編
九
首
・
第
六
編
一
〇
首
・
第
七
編

一
八
首
、『
鴨
川
集
』
四
郎
集
六
首
・
五
郎
集
四
首
、『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
一

首
・『
採
風
集
』
二
編
五
首
、『
稲
葉
集
』
九
首
と
、
米
子
歌
人
の
中
で
は
比
較
的

多
く
当
時
の
類
題
集
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
秀
年
は
『
鴨
川
集
』
四
郎
集
三

首
・
五
郎
集
一
首
、『
採
風
集
』
二
編
四
首
、『
稲
葉
集
』
四
首
で
あ
る
。

（
士
分
）

○

村
瀬
鎮
喜

　

村
瀬
家
は
米
子
城
家
老
・
荒
尾
家
の
家
臣
団
の
重
臣
で
、
村
河
家
に
次
ぐ
家
格

で
あ
っ
た
。
六
代
鎮
栄
は
十
八
世
紀
後
半
の
米
子
の
学
芸
興
隆
の
中
心
人
物
で
あ

り
、
当
時
の
米
子
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
15
（

。
第
八
代
鎮
芳
の
男
が
鎮
喜

で
あ
る
が
、
詳
し
い
伝
記
等
は
分
か
ら
な
い
。
鎮
喜
の
和
歌
は
『
鰒
玉
集
』
六
編

三
首
・
七
編
二
首
、『
稲
葉
集
』
五
首
が
知
ら
れ
る
。

○

森
知
方

　

森
知
方
は
『
採
風
集
』
二
編
作
者
姓
名
録
に
「
知
方　

伯
州
米
城　

森
雅
楽
」

と
あ
り
、
荒
尾
氏
の
米
子
詰
家
臣
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
鰒

玉
集
』
六
編
一
首
、『
採
風
集
』
二
編
六
首
が
入
集
し
て
い
る
。

（
医
家
）

○

中
林
武
彦
・
古
樹

　

武
彦
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
既
に
述
べ
た
が
、
古
樹
と
父
子
関
係
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
古
樹
は
『
鰒
玉
集
』
第
五
編
七
首
・
第
六
編
五
首
・
第
七
編
二
首
。

『
鴨
川
集
』
太
郎
集
四
首
・
次
郎
集
三
二
首
・
三
郎
集
一
二
首
・
四
郎
集
二
六

首
・
五
郎
集
三
三
首
。
四
郎
集
で
は
巻
軸
歌
の
作
者
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
重

ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
類
題
採
風
集
』
に
歌
は
採
ら
れ
て
い
な
い

が
、
古
樹
が
同
集
二
編
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
第
二
節

で
見
た
よ
う
に
、
古
樹
は
鹿
島
長
行
の
『
採
風
集
』
二
編
の
投
稿
歌
を
添
削
・
選

歌
し
て
い
た
が
、
同
集
に
は
長
行
の
歌
が
五
首
採
ら
れ
、
す
べ
て
古
樹
が
添
削
し

た
形
の
本
文
で
入
集
し
て
い
る
。
同
集
初
編
に
米
子
歌
人
の
入
集
は
な
か
っ
た

が
、
二
編
で
は
八
人
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
古
樹
は
序
文
を
書
く

だ
け
で
な
く
選
歌
に
も
与
り
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。『
稲
葉
集
』

に
は
二
一
首
が
採
ら
れ
て
お
り
、
米
子
の
内
外
で
名
を
知
ら
れ
、
力
量
・
評
価
共

に
高
い
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
片
尾
常
之

　

荒
尾
家
臣
の
医
師
で
あ
り）
16
（

、『
鰒
玉
集
』
第
四
編
作
者
姓
名
録
に
「
常
之　

伯

耆
米
子
医
師　

片
尾
安
長
」、『
鴨
川
集
』
四
郎
集
作
者
姓
名
録
に
「
常
之　

伯
耆

米
子　

片
岡
安
肇
」
と
あ
る）
17
（

。『
鰒
玉
集
』
第
四
編
一
首
、『
鴨
川
集
』
四
郎
集
四

首
・
五
郎
集
三
首
、『
稲
葉
集
』
三
首
入
集
し
て
い
る
。

二
六

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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（
神
職
）

○
門
脇
重
矩
・
重
固

　

重
矩
は
『
鰒
玉
集
』
第
四
編
作
者
姓
名
録
に
「
重
矩　

伯
耆
米
子
神
主　

門
脇

愛
之
助
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
子
天
神
町
に
あ
っ
た
稲
荷
神
社
の
神
職
で
あ

り
、
重
固
は
そ
の
男
で
あ
る
。
会
見
郡
渡
村
（
現
境
港
市
渡
町
）
日
御
碕
神
社
神

職
の
門
脇
家
の
分
家
で
あ
り
、
重
矩
は
幕
末
の
国
学
者
・
歌
人
と
し
て
著
名
な
門

脇
重
綾
の
姉
・
登
美
を
妻
と
し
て
い
た）
18
（

。
重
矩
は
『
鰒
玉
集
』
第
四
編
四
首
・
第

五
編
三
首
、
第
六
編
四
首
、『
稲
葉
集
』
八
首
入
集
。
佐
々
木
喜
蔭
と
共
に
、
幕

末
の
米
子
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
19
（

。
重
固
は
『
鰒
玉
集
』
第
六
編
一
首

入
集
。

（
僧
侶
）

○

日
孝

　

米
子
寺
町
の
実
成
寺
第
二
十
一
代
の
住
職
で
知
足
庵
と
号
し
た
。『
鴨
川
集
』

四
郎
集
の
作
者
姓
名
録
に
「
日
孝　

伯
耆
米
子　

実
成
寺
」
と
あ
る
。『
鴨
川
集
』

四
郎
集
七
首
・
五
郎
集
九
首
、『
採
風
集
』
二
編
一
八
首
、『
稲
葉
集
』
二
首
入
集
。

（
そ
の
他
）

　

今
回
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
鹿
島
本
家
所
蔵
和
歌
短
冊
帖
や
下
鹿
島
家

旧
蔵
（
現
山
陰
歴
史
館
所
蔵
）
の
和
歌
短
冊
帖
・
短
冊
類
の
中
に
名
の
見
え
る
者

と
し
て
、
兼
利
・
豊
正
・
建
比
古
・
美
堅
・
貞
明
が
い
る
。
今
後
、
他
の
資
料
に

徴
し
て
該
当
人
物
を
特
定
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

五
、
歌
会
・
歌
合
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、『
無
題
歌
合
集
』
に
収
め
ら
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
に
つ
い

て
、
そ
の
活
動
の
実
態
を
分
析
・
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
実
態
か
ら
見
て
、

次
の
三
期
に
分
け
て
把
握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

左
の
表
を
も
と
に
こ
の
期
の
特
徴
を
述
べ
る
と
、
第
一
は
、
す
べ
て
歌
会
が
行

番
号

種
別

歌
数

月
日

場
所

題

作
者
（
登
場
順
）

①

歌
会

二
三
首

十
月
一
日

青
々
庵

（
全
員
）
初
冬
（
以
下
各
人
一
首
）
秋
時
雨
・
閑
居
時
雨
・
山
家

時
雨
・
田
家
時
雨
・
月
前
時
雨
・
風
前
時
雨
・
旅
宿
時
雨
・

浦
鶴
啼
月
・
寄
太
刀
恋
・
猿
・
蟹
・
夜
風
似
雨
・
妓
女
対

鏡
・
閑
居
水
音

兼
利
・
日
孝
・
古
樹
・
重
好
・
兼
烈
・
建
比
古
・

武
彦
・
常
之
・
豊
正
（
九
人
）

②

歌
会

二
〇
首

十
月
十
九
日

滄
廼
舎

（
全
員
）
霰
（
以
下
各
人
一
首
）
湊
千
鳥
・
枯
野
眺
望
・
田
水
・

池
鴨
・
冬
月
・
滝
・
橋
・
旅
行
友
・
落
葉
煙
・
草
庵
雨
・
関

兼
烈
・
常
之
・
日
孝
・
兼
利
・
重
好
・
古
樹
・

長
行
・
豊
正
・
建
比
古
（
九
人
）

③

歌
会

二
七
首

十
月
二
十
八
日

虎
嘯
軒

（
各
人
一
首
）
寒
夜
衾
・
橋
上
霜
・
水
郷
舟
・
江
寒
芦
・
炭

竃
・
冬
月
・
寒
草
・
早
梅
・
牛
・
磯
波
・
冬
夜
・
閑
居
夜

雨
・
海
路
日
暮
・
旅
宿
・
川
・
寄
竹
祝
（
全
員
）
雪

日
孝
・
冬
人
・
兼
烈
・
古
樹
・
常
之
・
兼
利
・

建
比
古
・
重
好
・
武
彦
・
長
行
・
重
固
（
一
一
人
）

④

歌
会

二
九
首

十
一
月
二
日

（
実
成
寺
か
）
埋
火
・
冬
田
・
遠
村
鶏

兼
烈
・
日
孝
・
重
固
・
豊
正
・
常
之
・
重
好
・

建
比
古
・
兼
利
・
長
行
（
九
人
）

表
１　

鹿
島
家
歌
会
・
歌
合　

一
期
（
嘉
永
六
年
十
月
一
日
〜
十
一
月
二
日
）

二
七

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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わ
れ
て
お
り
、
①
〜
④
は
み
な
本
文
で
は
「
略
会
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
細
か
い
作
法
や
形
式
を
省
略
し
た
、
寛
い
だ
雰
囲
気
の
歌
会
が
催
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
歌
会
の
開
か
れ
る
場
所
が
そ
の
都
度
異
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
参

加
者
の
持
ち
回
り
で
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
場
所
が
明
ら
か
な
の
は
①
の
青
々
庵
で
、
米
子
灘
町
の
下

鹿
島
家
の
邸
内
に
あ
っ
た
。「
庵
」
と
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
「
鹿
島
家
青
々
庵

書
画
帖
」
に
収
め
ら
れ
た
漢
詩
や
和
歌
お
よ
び
そ
の
前
書
き
の
内
容
か
ら
判
断
す

れ
ば
、「
翠
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
庭
園
に
面
し
た
、
や
や
大
き
な
庵
室
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
小
谷
古
蔭
の
序
文
に
「
か
く
て
を
り
に
ふ
れ
つ
つ
人
々
つ
ど
へ
る

こ
と
あ
り
」、
林
夢
閑
人
の
俳
句
の
前
書
き
に
「
青
々
庵
に
遊
び
て
鹿
島
氏
及
び

諸
氏
と
と
も
に
大
宴
す
」
と
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
程
の

大
き
さ
の
建
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
青
々
庵
に
は
、
天
保
頃
か
ら
明
治

初
年
ま
で
、
米
子
に
来
た
文
人
墨
客
が
し
ば
し
ば
訪
れ
、
あ
る
い
は
米
子
内
外
の

風
雅
を
愛
す
る
者
達
が
招
か
れ
て
茶
会
や
漢
詩
・
和
歌
の
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
米
子
の
文
化
サ
ロ
ン
的
な
役
割
を
担
っ
た
鹿
島
家
の
繁
栄
を
象
徴
す

る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
の
「
滄
廼
舎
」・
③
の
「
虎
嘯
軒
」
は
何
処
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
あ
る
い
は
青
々
庵
の
よ
う
に
、
参
加
し
て
い
る
い
ず
れ
か
の
歌
人
の
邸
内
に

あ
る
庵
室
の
類
い
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
④
は
場
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、「
霜
月
二
日
略
会　

日
孝
」
と
あ
り
、
こ
の
時
の
歌
会
は
、
米
子
寺
町
の
実

成
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
日
孝
が
同
寺
で
催
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

第
三
は
、
二
・
三
期
と
比
べ
て
歌
題
の
種
類
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
①
②
③
は

そ
れ
ぞ
れ
、
当
季
の
「
初
冬
」・「
霰
」・「
雪
」
が
共
通
題
で
全
員
が
詠
ん
で
お

り
、
続
け
て
各
人
が
概
ね
一
〜
三
首
、
別
々
の
題
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
兼
題
と

当
座
題
の
区
別
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
共
通
題
は
兼
題
で
各
人
が
予
め
詠
ん
だ

歌
を
当
日
提
出
し
歌
会
を
行
っ
た
後
で
、
改
め
て
探
題
形
式
で
歌
会
が
続
け
ら
れ

各
人
が
自
分
の
当
て
た
題
に
応
じ
て
そ
の
場
で
歌
を
詠
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

共
通
題
は
当
季
の
題
で
あ
り
、
そ
の
他
の
題
も
当
季
の
冬
の
景
物
が
多
い
。
出
題

は
『
類
題
鰒
玉
集
』『
類
題
鴨
川
集
』
等
に
見
ら
れ
る
題
と
重
な
る
も
の
が
多
く
、

当
季
の
歌
題
を
中
心
に
、
若
干
の
他
の
季
節
や
恋
・
雑
の
歌
題
も
加
え
、
様
々
な

題
に
よ
っ
て
詠
歌
を
試
み
よ
う
と
す
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
目
的
は
や

は
り
作
歌
の
修
練
を
積
み
、
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
へ
の
投
稿
を
目
指
す
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
ろ
う
。

　

一
方
、
④
は
題
が
共
通
の
三
題
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。「
埋

火
」
題
の
一
首
し
か
詠
ん
で
い
な
い
重
固
を
除
き
、
他
の
八
人
は
三
題
全
て
詠
ん

で
お
り
、
中
に
は
同
題
で
二
首
詠
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

こ
の
歌
会
が
行
わ
れ
る
頃
に
、
歌
人
と
し
て
名
高
い
小
谷
古
蔭
を
鹿
島
家
に
招
い

て
和
歌
の
指
導
を
し
て
も
ら
う
話
が
具
体
化
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
参
加
者
各
人
が
様
々
な
歌
題
で
詠
む
よ
り
は
、
全
員
が
共
通
の
三
題
で
歌

を
詠
み
、
同
一
の
基
準
で
古
蔭
に
添
削
・
批
評
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
の
良
し
悪
し
が
明
ら
か
に
な
り
、
歌
会
を
催
す
意
義
も
増
す
と
い
う
判
断
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
歌
題
に
関
し
て
①
〜
③
と
④
と
で
出
題
の
仕
方
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
理
由
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

　

こ
の
期
の
鹿
島
家
歌
会
へ
の
参
加
者
は
、
鹿
島
家
の
長
行
・
重
正
・
重
好
、
富

商
の
大
谷
兼
烈
、
医
師
の
中
林
武
彦
・
同
古
樹
、
神
職
の
門
脇
重
固
・
僧
侶
の
日

孝
な
ど
、
同
じ
米
子
町
内
に
住
み
、
も
と
も
と
鹿
島
家
と
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
者
が
多
い
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、『
無
題
歌
合
集
』
の
書
写
者
で
あ
る
長
行

が
、
①
に
は
出
詠
せ
ず
②
・
③
で
も
一
首
の
み
、
④
で
よ
う
や
く
三
首
詠
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
当
時
、
長
行
は
二
十
歳
と
若
く
、
ま
だ
全
国

二
八
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的
な
類
題
和
歌
集
に
も
そ
の
作
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
行
は
お

そ
ら
く
作
歌
を
初
め
て
日
が
浅
く
、
あ
る
い
は
①
の
下
鹿
島
家
の
青
々
庵
で
行
わ

れ
た
歌
会
に
、
同
族
で
親
し
い
重
好
の
慫
慂
で
初
め
て
歌
会
に
参
加
し
興
味
を

惹
か
れ
て
、
以
後
本
格
的
に
和
歌
を
詠
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
『
無
題
歌
合
集
』
が
①
の
歌
会
か
ら
記
録
が
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
長
行
の
歌

学
び
が
こ
の
時
期
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

番
号

種
別

歌
数

内
訳

月
日

場
所

題

判
者

作
者
（
登
場
順
）

⑤

歌
合

三
六
首

歌
合
歌
二
八
首
、

抜
歌
八
首

記
載
な
し

記
載
な
し

橋
上
霜

小
谷
古
蔭

鎮
喜
・
重
矩
・
常
之
・
重
好
・
尊
蔭
・
知
方
・
房
則
・
秀
年
・

豊
正
・
重
固
・
兼
利
・
薫
・
長
行
（
一
三
人
）

⑥

歌
合

四
〇
首

歌
合
歌
二
四
首
、

抜
歌
一
六
首
（
古
蔭

一
〇
首
・
喜
蔭
六
首
）
記
載
な
し

記
載
な
し

鷹
狩

小
谷
古
蔭
・

佐
々
木
喜
蔭

鎮
喜
・
薫
・
兼
利
・
知
方
・
常
之
・
尊
蔭
・
重
好
・
房
則
・

日
孝
・
重
固
・
繁
材
（
一
一
人
）

⑦

歌
合

三
六
首

歌
合
歌
二
四
首
、

抜
歌
一
二
首

記
載
な
し

記
載
な
し

閑
居
夢

小
谷
古
蔭

薫
・
秀
年
・
常
之
・
尊
蔭
・
鎮
喜
・
繁
材
・
日
孝
・
長
行
・

兼
利
（
九
人
）

⑧

歌
合

三
一
首

歌
合
歌
二
二
首
、

抜
歌
八
首
、

古
蔭
追
加
一
首

記
載
な
し

記
載
な
し

馬

小
谷
古
蔭

常
之
・
薫
・
鎮
喜
・
日
孝
・
尊
蔭
・
重
好
・
長
行
・
宗
武
・

重
固
・
国
常
・
定
遠
（
一
一
人
）

⑨

歌
合

三
〇
首

歌
合
歌
二
二
首
、

抜
歌
七
首
、

古
蔭
追
加
一
首

記
載
な
し

記
載
な
し

冬
暁
月

小
谷
古
蔭

兼
利
・
日
孝
・
房
則
・
薫
・
鎮
喜
・
長
行
・
常
之
・
重
固
・

宗
武
（
九
人
）

⑩

歌
合

四
七
首

歌
合
歌
三
二
首
、

抜
歌
一
三
首
、

古
蔭
追
加
二
首

記
載
な
し

記
載
な
し

網
代
・
顕
恋

小
谷
古
蔭

常
之
・
薫
・
鎮
喜
・
重
好
・
重
固
・
房
則
・
長
行
・
兼
利
・

日
孝
・
豊
正
・
宗
武
・
秀
年
・
国
常
（
一
三
人
）

⑪

歌
合

五
六
首

歌
合
歌
三
六
首
、

抜
歌
一
九
首
、

古
蔭
追
加
一
首

末
尾
に

「
嘉
永
六
と

せ
の
う
し
」
記
載
な
し

埋
火
・
寄
山
恋

小
谷
古
蔭

重
固
・
貞
明
・
重
好
・
薫
・
兼
利
・
鎮
喜
・
長
行
・
信
久
・

常
之
・
秀
年
・
房
則
・
宗
武
・
豊
正
（
一
三
人
）

⑫

歌
合

四
九
首

歌
合
歌
三
八
首
、

抜
歌
一
〇
首
、

古
蔭
追
加
一
首

記
載
な
し

記
載
な
し

立
春
・
社
頭
松

小
谷
古
蔭

兼
利
・
常
之
・
薫
・
秀
年
・
美
堅
・
豊
正
・
宗
武
・
長
行
・

秀
興
・
重
固
・
国
常
・
鎮
喜
（
一
二
人
）

表
２　

二
期
（
嘉
永
六
年
十
一
月
〜
同
七
年
春
）

二
九
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こ
の
期
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
一
期
の
活
動
が
す
べ
て
歌
会
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
小
谷
古
蔭
を
判
者
と
し
て
歌
合
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

き
っ
か
け
は
一
期
の
④
に
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
初
歌
会

と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
後
日
歌
合
に
編
み
直
さ
れ
、
古
蔭
が
勝
負
を
定
め
判
詞
を

書
き
、
選
り
歌
を
九
首
選
ん
だ
。
以
後
、
こ
の
歌
合
の
形
が
定
着
し
て
い
く
。

　

第
二
に
、
歌
合
の
行
わ
れ
た
場
所
が
示
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
そ

の
場
所
が
固
定
化
し
た
た
め
、
表
記
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
古
蔭
の
米
子
滞
在
中
の
宿
所
が
下
鹿
島
家
の

青
々
庵
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
古
蔭
を

判
者
に
迎
え
て
の
歌
合
も
青
々
庵
で
行
わ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ

の
期
は
月
日
も
ま
た
記
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
が
、
嘉
永
六
年
十
一
月
か
ら
翌

年
一
、 

二
月
ま
で
の
三
、 

四
ヶ
月
に
十
一
度
の
歌
合
が
行
わ
れ
て
お
り
、
月
に

三
、 

四
回
の
頻
度
で
歌
人
達
が
集
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
の
米
子
歌
壇
の

活
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

第
三
に
、
参
加
歌
人
が
多
く
な
り
、
総
歌
数
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
歌
人
の

内
訳
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
期
に
参
加
し
て
い
た
歌
人
の
う
ち
、
兼
烈
・
建
比

古
・
古
樹
・
武
彦
・
冬
人
は
こ
の
期
以
後
参
加
し
な
く
な
る
。（
た
だ
し
、
冬
人

は
全
期
を
通
じ
て
③
の
一
回
の
み
の
参
加
、
武
彦
は
後
に
三
期
の
⑰
〜
⑳
で
判
者

と
し
て
参
加
）
一
方
、
二
期
を
通
じ
て
全
て
の
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
鎮
喜
・
薫

を
中
心
と
し
て
、
他
に
も
尊
蔭
・
房
則
・
秀
年
・
宗
武
等
こ
の
期
に
初
め
て
参
加

す
る
歌
人
は
十
八
人
に
及
ぶ
。（
た
だ
し
、
そ
の
内
の
一
人
は
「
名
知
ら
ず
」）
し

か
も
、
彼
ら
十
八
人
の
中
で
続
く
三
期
に
も
歌
合
に
参
加
し
続
け
る
の
は
四
人
に

す
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
小
谷
古
蔭
の
歌
人
と
し
て
の
名
声
を
慕
っ
て
鹿
島
家
の

歌
合
に
人
々
が
集
ま
り
、
一
時
期
活
況
を
呈
し
た
が
、
古
蔭
が
米
子
を
去
っ
た
後

は
参
加
し
な
い
者
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

古
蔭
は
こ
の
期
間
（
嘉
永
六
年
十
一
月
〜
翌
七
年
一
、 

二
月
頃
）
下
鹿
島
家
に

滞
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
⑤
〜
⑮
の
十
一
度
の
歌
合
に
関
わ
り
、
そ
の
全
て
で

判
者
を
務
め
て
い
る
。（
た
だ
し
⑥
は
佐
々
木
喜
蔭
と
両
判
）
先
述
し
た
、
④
の

歌
会
を
歌
合
に
編
み
直
し
た
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
机
上
の
歌
合
で
あ
る
が
、
⑤
〜

⑮
は
実
際
に
鹿
島
家
で
歌
合
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
⑩

の
末
尾
に
長
行
が
古
蔭
の
「
口
上
」
を
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き

る
。
以
下
引
用
す
る
と
、

　
　
　
　

口
上
を
し
る
す

こ
た
び
の
歌
合
は
心
の
と
ま
る
趣
向
い
と
多
し
。
依
り
て
作
者
の
み
こ
ゝ
ろ

も
か
へ
り
み
ず
、
無
礼
の
事
を
も
い
ひ
、
余
り
に
直
し
過
ぎ
た
る
も
多
く
侍

り
。
抑
歌
合
は
勝
敗
を
論
ず
る
物
な
れ
ば
、
直
し
て
勝
を
譲
り
て
は
負
け
た

番
号

種
別

歌
数

内
訳

月
日

場
所

題

判
者

作
者
（
登
場
順
）

⑬

歌
合

四
二
首

歌
合
歌
三
二
首
、

抜
歌
一
〇
首

記
載
な
し

記
載
な
し

雪
中
若
菜
・

船
上
山

小
谷
古
蔭

鎮
喜
・
重
好
・
常
之
・
薫
・
兼
利
・
重
固
・
長
行
・
美
堅
・

豊
正
・
宗
武
（
一
〇
人
）

⑭

歌
合

七
一
首

歌
合
歌
五
二
首
、

抜
歌
一
九
首

記
載
な
し

記
載
な
し

山
家
鴬
・
春
恋

小
谷
古
蔭

鎮
喜
・
重
好
・
兼
利
・
薫
・
宗
武
・
長
行
・
常
之
・
重
固
・

豊
正
・
繁
材
・
名
知
ら
ず
・
美
堅
（
一
二
人
）

⑮

歌
合

八
五
首

歌
合
歌
六
二
首
、

抜
歌
二
三
首

記
載
な
し

記
載
な
し

田
家
梅
、
鐘

小
谷
古
蔭

常
之
・
重
好
・
正
俊
・
豊
正
・
兼
利
・
国
常
・
宗
武
・
長
行
・

重
固
・
薫
・
繁
材
・
知
方
・
鎮
喜
・
光
道
・
美
堅
（
一
五
人
） 三

〇
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る
方
々
腹
ふ
く
ら
し
給
ふ
べ
け
れ
ど
、
玉
を
捨
て
瓦
を
拾
ひ
出
づ
べ
き
な
ら

ね
ば
成
る
べ
し
。
か
く
て
今
よ
り
後
は
、
直
し
た
り
と
も
玉
の
ひ
ゞ
き
あ
る

を
秀
逸
と
定
む
べ
し
。
こ
は
稽
古
巻
な
れ
ば
、
例
に
た
が
へ
り
と
て
異
論
あ

る
べ
か
ら
ず
。 

古
蔭　

歌
合
の
場
で
古
蔭
が
口
頭
で
語
っ
た
内
容
を
、
長
行
が
歌
合
の
本
文
の
後
に
文
語

体
で
書
き
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
古
蔭
は
作
者
達
を
前
に

し
て
歌
の
良
し
悪
し
を
批
評
し
、
添
削
し
た
後
に
番
わ
れ
た
左
右
の
歌
の
勝
負
を

裁
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
添
削
を
得
た
歌
が
そ
う
で
な
い
歌
に
勝
つ
の
は

不
公
平
な
よ
う
に
見
え
る
か
ら
、
判
者
の
立
場
か
ら
古
蔭
が
弁
解
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
期
は
一
期
の
歌
会
と
比
べ
る
と
、
一
回
の
歌
合
で
歌
題
は
一
つ
か
二
つ
で

あ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
⑤
〜
⑨
に
は
「
兼
題
」
と
あ
り
歌
題
は
一
つ
で
あ

る
が
、
⑩
〜
⑮
に
は
そ
の
表
記
が
な
く
な
り
歌
題
は
二
題
で
当
季
が
一
題
、
恋
か

雑
が
一
題
と
な
る
。
あ
る
い
は
⑩
を
境
に
し
て
歌
合
が
当
座
題
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
参
加
者
達
に
と
っ
て
は
作
歌
の
難
易
度
が
増
し
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
期
は
歌
合
を
行
う
こ
と
で
詠
出
し
た
歌
の
優
劣
を
明
ら
か
に

し
、
参
加
す
る
歌
人
達
が
互
い
に
和
歌
の
技
量
を
高
め
合
い
、
よ
り
真
剣
な
創
作

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
判
者
の
古
蔭
も
、
た
だ
勝
負
を

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
判
詞
は
な
い
が
「
口
上
」
に
あ
っ
た
よ
う
に
率
直
で
厳
し

い
評
価
を
与
え
、
添
削
を
施
し
秀
逸
な
歌
を
選
抜
し
た
上
で
、
し
ば
し
ば
自
ら
同

番
号

種
別

歌
数

内
訳

月
日

場
所

題

判
者

作
者
（
登
場
順
）

⑯

歌
合

三
五
首

歌
合
歌
二
五
首
、

抜
歌
一
〇
首

九
月
末

記
載
な
し

蟋
蟀
・
菊
・

初
雪

佐
々
木
喜
蔭

長
行
・
美
堅
・
兼
利
・
千
代
蔭
（
四
人
）

⑰

歌
合

八
〇
首

歌
合
歌
五
四
首
、

抜
歌
二
六
首
（
喜
蔭

一
三
首
・
武
彦
一
三
首
）
記
載
な
し

記
載
な
し

遠
山
雪
・

雪
中
眺
望
・

山
家
冬
・

水
仙
花
・
海

佐
々
木
喜
蔭
・

中
林
武
彦

長
行
・
秀
年
・
兼
利
・
千
代
蔭
・
美
堅
・
重
好
・
飛
入

（
七
人
）

⑱

歌
合

八
五
首

歌
合
歌
五
三
首
、

抜
歌
三
二
首
（
喜
蔭

一
五
首
・
武
彦
一
七
首
）
記
載
な
し

記
載
な
し

青
・
黄
・
赤
・

白
・
黒

佐
々
木
喜
蔭
・

中
林
武
彦

秀
年
・
貞
明
・
美
堅
・
幸
雄
・
兼
利
・
金
原
・
長
行
・

信
久
・
千
代
蔭
・
一
斎
（
一
〇
人
）

⑲

歌
合

七
八
首

歌
合
歌
四
六
首
、

抜
歌
三
二
首
（
喜
蔭

一
五
首
・
武
彦
一
七
首
）
記
載
な
し

記
載
な
し

朝
落
葉
・

炭
竃
・
橋

佐
々
木
喜
蔭
・

中
林
武
彦

兼
利
・
長
行
・
千
代
蔭
・
美
堅
・
秀
年
・
重
好
・
金
原

（
七
人
）

⑳

歌
合

一
一
四
首

歌
合
歌
七
六
首
、

抜
歌
三
八
首
（
喜
蔭

二
一
首
・
武
彦
一
七
首
）
記
載
な
し

記
載
な
し

立
春
・
水
鶏
・

擣
衣
・
霰
・

百
舌
鳥

佐
々
木
喜
蔭
・

中
林
武
彦

兼
利
・
千
代
蔭
・
秀
年
・
重
好
・
長
行
・
美
堅
・
飛
入
・

幸
雄
・
信
久
（
九
人
）

表
３　

三
期
（
嘉
永
七
年
九
月
〜
安
政
二
年
正
月
）

三
一
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題
で
詠
ん
だ
歌
を
見
本
と
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
宗
匠
と
し
て
の
振
る
舞
い

で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
鹿
島
家
に
集
っ
た
歌
人
達
は
古
蔭
の
指
導
の
下
、
切
磋
琢

磨
し
つ
つ
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
へ
の
投
稿
を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
期
は
、
二
期
で
歌
合
の
判
者
を
務
め
て
い
た
小
谷
古
蔭
が
米
子
を
去
り
、

米
子
歌
壇
の
有
力
歌
人
で
あ
っ
た
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武
彦
が
鹿
島
家
歌
合
で
判

者
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
喜
蔭
は
鹿
島
家
の
歌
会
・
歌
合
に
作
者

と
し
て
は
参
加
し
て
い
な
い
も
の
の
、
す
で
に
二
期
の
歌
合
⑥
で
古
蔭
と
共
に
判

者
と
な
っ
て
お
り
、
武
彦
は
一
期
の
歌
会
①
・
③
に
作
者
と
し
て
参
加
し
て
い

た
。
稿
者
が
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
当
時
の
類
題
和
歌
集
に
比

較
的
多
く
の
歌
を
採
ら
れ
て
お
り
、
米
子
歌
壇
の
中
で
も
重
ん
じ
ら
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
期
は
、
二
期
の
歌
合
⑮
以
降
、
数
ヶ
月
間
鹿
島
家
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
歌
合
が
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
九
月
末
に
再
開
し
、
翌
年
正
月
ま
で
に
五

度
の
歌
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
加
す
る
人
数
は
減
少
し
、
一
期
・
二
期
を
通
じ

て
参
加
し
て
い
た
歌
人
の
う
ち
、
重
固
・
豊
正
・
常
之
の
名
が
見
ら
れ
な
く
な

る
。
ま
た
、
二
期
か
ら
参
加
し
始
め
た
歌
人
は
、
鎮
喜
・
薫
・
宗
武
等
そ
の
大
部

分
が
三
期
に
は
そ
の
名
が
見
え
な
く
な
る
。
千
代
蔭
・
金
原
の
よ
う
に
、
こ
の
期

か
ら
参
加
し
始
め
る
者
も
い
る
が
、
数
は
少
な
い
。
し
か
し
三
期
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
長
行
・
重
好
・
秀
年
な
ど
類
題
和
歌
集
に
歌
を
採
ら
れ
て
い
る
歌

人
達
で
あ
り
、
詠
歌
へ
の
意
欲
は
強
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
期
は
参
加
歌
人
の
減
少
（
二
期
平
均
一
一
・
七
人
、
三
期
平
均
七
・
四
人
）

に
比
し
て
、
一
回
の
歌
合
で
詠
ま
れ
る
歌
の
数
が
多
い
（
二
期
平
均
三
三
・
八
首
、

三
期
平
均
五
〇
・
八
首
）
の
は
、
歌
題
を
三
〜
五
題
に
増
や
し
、
各
歌
人
が
題
毎

に
何
首
も
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
⑱
の
歌
合
で
「
青
・
黄
・

赤
・
白
・
黒
」
の
珍
し
い
題
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
期
だ

け
の
特
徴
で
あ
る
が
、
⑰
と
⑳
の
歌
合
に
は
「
飛
入
」
の
作
者
も
参
加
し
て
い

る
。
⑳
だ
け
は
兼
題
の
歌
合
と
あ
る
が
、
当
初
は
予
定
に
な
か
っ
た
者
が
に
わ
か

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
期
の
歌
合
は
、
小
数
で
身
内

的
・
同
士
的
な
性
格
が
強
く
、
割
合
に
自
由
な
雰
囲
気
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
調
査
・
分

析
し
た
内
容
を
報
告
し
た
。
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
二
年
に
原
豊
二
氏
が
そ
の
概
要
を
紹
介
さ
れ
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
米
子
歌
人
を
広
く
抽
出
し
、
幕
末
の
米
子
歌
壇
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
上
で

重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
稿
者
も
本
書
に
つ
い

て
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
、
一
千
首
余
り
の
分
量
の
多
さ
や
、
書
写
者
・

長
行
の
癖
の
強
い
文
字
の
読
み
に
く
さ
な
ど
の
た
め
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
ら
れ

ず
に
い
た
が
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
古
文
書
講
師
の
中
宏

氏
の
勧
め
に
よ
り
、
稿
者
の
所
属
す
る
「
米
子
高
専
古
文
書
の
会
」
で
本
書
の
解

読
が
始
ま
り
、
先
般
そ
の
作
業
が
終
了
し
た
。
本
稿
は
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、『
無

題
歌
合
集
』
の
資
料
と
し
て
の
性
格
と
内
容
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
鹿
島
家
で
行

わ
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
を
対
象
に
、
参
加
し
た
歌
人
の
略
歴
や
米
子
歌
壇

の
和
歌
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
基
礎
的
な
調
査
と
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
を

以
下
略
述
す
る
。

　

本
書
は
鹿
島
本
家
九
代
・
長
行
が
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
歌
会
・
歌
合
を

記
録
し
て
い
る
が
、
公
開
や
二
次
利
用
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
私
的
な

備
忘
録
と
い
っ
た
性
格
の
書
物
で
あ
る
。
長
行
は
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
年
間

三
二
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（
一
八
五
三
〜
一
八
五
九
）
に
か
け
て
多
く
の
和
歌
資
料
を
残
し
て
お
り
、
本
書

も
そ
の
中
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
幕
末
の
米
子
歌
壇
の
活
動
を
把
握
し
、
ま
た
当
時
の
地
方
歌
人
と
全
国
的
な

類
題
和
歌
集
と
の
関
わ
り
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

本
書
に
記
録
さ
れ
た
鹿
島
家
の
和
歌
活
動
は
、
そ
の
実
態
か
ら
次
の
三
期
に
分

け
て
把
握
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
一
期
は
嘉
永
六
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月

二
日
で
、「
歌
会
」
が
、
参
加
す
る
歌
人
の
持
ち
回
り
で
開
く
場
所
を
決
め
て
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
参
加
者
は
も
と
も
と
鹿
島
家
と
交
流

の
深
い
者
が
多
く
、
小
規
模
な
歌
会
で
様
々
な
歌
題
を
試
み
、
詠
歌
の
技
量
の
向

上
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
期
は
嘉
永
六
年
十
一
月
か
ら
翌
年
春
に

か
け
て
で
、
小
谷
古
蔭
を
指
導
者
に
迎
え
、「
歌
合
」
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
下
鹿
島
家
の
青
々
庵
に
場
所
を
固
定
し
て
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、

三
、 

四
か
月
の
間
に
十
一
度
も
歌
合
が
開
か
れ
、
米
子
歌
壇
は
活
況
を
呈
し
た
。

こ
の
時
期
は
歌
合
を
行
う
こ
と
で
歌
人
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
真
剣
な
和
歌

の
創
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
、
古
蔭
も
率
直
か
つ
厳
し
い
態
度

で
彼
ら
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
三
期
は
嘉
永
七
年
九

月
か
ら
安
政
二
年
正
月
に
か
け
て
で
、
古
蔭
が
米
子
を
去
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
合
が
、
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武
彦
を
判
者
と
し
て
再
開
さ

れ
た
時
期
で
あ
る
。
参
加
者
の
数
は
少
な
く
な
る
が
、
身
内
的
・
同
士
的
な
自
由

な
雰
囲
気
の
も
と
で
歌
合
が
行
わ
れ
て
お
り
、
珍
し
い
歌
題
も
試
み
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
『
無
題
歌
合
集
』
の
資
料
と
し
て
の
性
格
と
内
容
に

つ
い
て
は
一
通
り
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
参
加
歌
人
に
つ
い
て
は
調

査
が
十
分
に
及
ば
な
か
っ
た
点
も
多
い
。
本
稿
で
は
主
に
、
当
時
の
類
題
和
歌
集

の
作
者
姓
名
録
を
利
用
し
て
歌
人
の
略
歴
を
把
握
し
て
い
た
が
、
今
後
、
鹿
島
家

の
和
歌
資
料
の
解
読
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
和
歌
草
稿
や
短
冊
の
詞
書
の
記
述

等
か
ら
該
当
人
物
の
特
定
に
つ
な
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
各
歌
人
の
類
題
和
歌
集
へ
の
入
集
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
な

が
ら
、
鹿
島
家
歌
会
・
歌
合
で
詠
ま
れ
た
歌
が
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
形
で
当

時
の
類
題
集
に
採
ら
れ
て
い
る
か
の
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
鹿
島
家
の
和
歌
活

動
の
小
さ
く
な
い
目
的
と
し
て
、
類
題
集
へ
の
投
稿
が
想
定
さ
れ
る
以
上
、
こ
れ

は
必
須
の
作
業
で
あ
ろ
う
。
歌
題
の
設
定
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
判

者
が
歌
人
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
添
削
し
て
い
る
か
分
析
す
る
こ
と
も
、
有
効
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
、
鹿
島
家
の
歌
会
・
歌
合
で
詠
ま
れ

た
和
歌
の
表
現
や
歌
風
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
そ

の
余
裕
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
歌
題
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
稿
を
用
意
し
、
改
め
て

論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
１
） 

原
豊
二
氏
「
幕
末
の
米
子
歌
人
―
新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
求
の
た
め
に
―
」

（『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）。

（
２
） 

以
下
、
鹿
島
家
と
鹿
島
重
好
に
つ
い
て
は
、
船
越
元
四
郎
氏
「
鹿
島
家
」（『
米
子

の
歴
史
と
人
物
』
立
花
書
院
、
昭
和
五
七
年
三
月
）・『
米
子
市
史　

全
（
複
刻
版
）』

（
名
著
出
版
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
）・『
米
子
商
業
史
』（
米
子
市
・
米
子
商
工
会
議

所
・
米
子
市
商
店
街
連
合
会
、
平
成
二
年
三
月
）・『
新
修
米
子
市
史　

第
二
巻
通
史

篇
近
世
』（
米
子
市
、
平
成
一
六
年
三
月
）・『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』（
新
日
本
海

新
聞
社
、
昭
和
五
九
年
一
一
月
）
の
「
鹿
島
氏
」（
船
越
元
四
郎
氏
）・「
鹿
島
重
正
」

（
畠
中
弘
氏
）・「
鹿
島
重
好
」（
松
尾
陽
吉
氏
）
の
項
目
を
参
照
し
た
。

（
３
） 

本
居
大
平
の
「
教
子
名
簿
」
伯
耆
国
の
項
に
「
米
子　

鹿
島
治
郎
右
衛
門　

長
知
」

と
あ
る
。『
国
学
者
伝
記
集
成
』
二
巻
（
名
著
刊
行
会
、
昭
和
五
三
年
八
月
）
参
照
。三

三

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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（
４
） 『
類
題
稲
葉
集
』
の
序
文
に
は
、
中
島
宜
門
が
撰
集
に
当
た
っ
た
と
き
「
嘉
永
の
今

に
至
る
ま
で
此
国
の
歌
人
ど
も
多
方
は
洩
ら
さ
ず
」
と
、
広
く
鳥
取
藩
内
の
歌
人
か

ら
歌
を
集
め
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
５
） 

こ
の
歌
合
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
健
・
米
子
高
専
古
文
書
の
会
「
影
印
・
翻
刻　

嘉
永

六
年
十
一
月
十
日
鹿
島
家
歌
合
」（『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
三

号
、
平
成
三
〇
年
二
月
）
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
） 

以
下
、
小
谷
古
蔭
の
人
物
と
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
鳥
取
藩
史
』
第
一
巻
「
藩
士
列

伝
」、『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』、
山
本
嘉
祥
氏
『
近
世
和
歌
史
論
』
第
二
部
第
五
章

「
類
題
鰒
玉
集
の
出
版
」（
文
教
図
書
出
版
、
昭
和
三
三
年
一
一
月
↓
修
正
復
刻
版
パ

ル
ト
ス
社
、
平
成
四
年
一
〇
月
）
を
参
照
し
た
。

（
７
） 『
類
題
鴨
川
集
』
は
、
加
納
諸
平
と
同
じ
本
居
大
平
門
の
長
澤
伴
雄
が
、
諸
平

の
『
類
題
鰒
玉
集
』
の
成
功
に
倣
っ
て
編
集
し
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。『
鰒
玉

集
』
と
同
様
、
全
国
の
歌
人
が
挙
っ
て
歌
を
投
稿
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
の
太
郎
集
か
ら
同
七
年
（
一
八
五
四
）
の
五
郎
集
ま
で
次
々
と
刊
行
さ

れ
て
人
気
を
博
し
た
。
伴
雄
と
諸
平
が
疎
隔
を
生
じ
た
た
め
、
柿
園
派
と
目
さ
れ
た

歌
人
達
は
入
集
を
阻
ま
れ
て
い
る
。
山
本
嘉
祥
氏
『
近
世
和
歌
史
論
』
を
参
照
。

（
８
） 「
鹿
島
家
青
々
庵
之
書
画
帖
」
は
翻
刻
が
『
新
修
米
子
市
史
』
第
九
巻
資
料
編
近
世

二
（
平
成
一
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
米
子
町
史
編
さ
ん
資
料　

米
子
市

役
所
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
資
料
は
未
見
で
あ
る
。

（
９
） 「
い
ま
は
と
て
」
の
歌
は
『
採
風
集
二
編
料
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
10
） 

山
陰
歴
史
館
所
蔵
の
「
鹿
島
美
彦
家
資
料
」
の
中
に
あ
る
。
整
理
番
号
は
和
歌
短
冊

帖
は
七
―
一
〇
、
短
冊
は
同
Ｃ
二
二
〇
。

（
11
） 『
因
伯
名
勝
和
歌
集
』（
米
子
今
井
書
店
、
昭
和
二
一
年
五
月
）
巻
末
の
作
者
解
説
に

よ
る
。

（
12
） 

鹿
島
重
正
四
十
賀
短
冊
帖
は
山
陰
歴
史
館
所
蔵
「
鹿
島
美
彦
家
資
料
」
整
理
番
号

七
―
九
、
重
尚
四
十
賀
の
折
の
制
作
と
見
ら
れ
る
短
冊
帖
は
同
七
―
一
〇
。

（
13
） 

拙
稿
「『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
」（『
山
陰
研
究
』
第
一
一
号
、
平
成
三
一
年

一
二
月
）。

（
14
） 

鹿
島
本
家
所
蔵
短
冊
帖
に
、
明
治
二
五
年
の
重
好
の
死
に
際
し
て
長
行
が
詠
ん
だ
、

重
好
君
は
い
と
け
な
き
よ
り
し
た
し
き
友
な
り
し
に
、
こ
た
び
身
ま
か
り
け

る
を
悲
し
み
て

　
　

 　

竹
馬
の
む
か
し
を
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ば
死
出
の
山
路
を
な
に
い
そ
ぐ
ら
む

　
　

 

と
い
う
歌
が
あ
る
。
重
好
の
方
が
歌
人
と
し
て
の
活
動
開
始
時
期
が
早
い
こ
と
、
ま

た
二
人
の
親
密
な
交
際
を
考
え
る
と
、
長
行
を
歌
道
に
慫
慂
し
た
の
は
お
そ
ら
く
重

好
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
） 『
新
修
米
子
市
史　

第
二
巻
通
史
編
近
世
』（
平
成
一
六
年
三
月
）
第
二
編
第
一
章
第

一
節
「
国
学
と
漢
学
の
諸
相
」
参
照
。

（
16
） 『
荒
尾
駒
喜
代
元
家
来
米
子
詰
家
来
書
上
』（
米
子
城
資
料
第
三
集
、
米
子
市
山
陰
歴

史
館
編
集
発
行
、
平
成
五
年
三
月
）
の
「
片
尾
純
蔵
家
」
の
項
に
よ
る
。

（
17
） 「
片
岡
安
肇
」
は
『
鴨
川
集
』
四
郎
集
作
者
姓
名
録
の
誤
り
で
、
歌
集
の
作
者
表
記

で
は
「
片
尾
常
之
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
18
） 

門
脇
重
仁
家
蔵
「
御
系
図
」
に
よ
る
。

（
19
） 

注
（
11
）
に
同
じ
。

〔
付
記
１
〕

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料

の
研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
、
代

表
・
野
本
瑠
美
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
付
記
２
〕

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た

が
、
最
小
限
次
の
よ
う
な
処
置
を
行
っ
た
。

　

１　

漢
字
・
仮
名
の
表
記
は
現
行
の
字
体
に
よ
っ
た
。

三
四

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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２　

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
語
の
清
濁
や
漢
字
の
送
り
仮
名
を
改
め
た
。

　

３　

繰
り
返
し
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　

４　
「
ハ
・
ニ
・
ミ
・
ノ
」
の
片
仮
名
表
記
は
、
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

　

５　

仮
名
遣
い
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
違
う
と
こ
ろ
も
原
文
の
ま
ま
と

し
た
。

　

６　

不
審
な
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍
記
し
、
読
解
困
難
な
箇
所
は
「
■
」
で

表
記
し
た
。

〔
付
記
３
〕

　

本
稿
に
お
い
て
、
主
な
類
題
和
歌
集
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
朝
倉
治
彦
氏
監
修　

中
澤
伸
弘
氏
・
宮
崎
和
廣
氏
編
『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・

鴨
川
集
一
〜
六
』（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）

・『
類
題
採
風
集
』
二
編
上
・
下　

刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
蔵　

国
文
学
研
究

資
料
館
紙
焼
三
〇
―
三
一
八
―
四 

Ｃ
五
六
二
三

・『
類
題
和
歌
清
渚
集
』
上
・
下　

刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
蔵　

国
文
学
研
究

資
料
館
紙
焼
三
〇
―
三
一
七
―
五　

Ｃ
五
六
一
八

・『
類
題
千
船
集
』
初
編
〜
三
編
各
上
下　

麗
澤
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

国
文

学
研
究
資
料
館
紙
焼
二
一
九
―
二
三
―
六　

Ｃ
八
八
五
五

・『
近
世
名
家
歌
集
類
題
』
一
〜
七　

刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
蔵　

国
文
学
研

究
資
料
館
紙
焼
三
〇
―
三
三
三
―
五　

Ｃ
五
六
八
二

・『
稲
葉
和
歌
集
上
・
下
』
米
子
市
立
図
書
館
蔵　

Ｙ
九
一
―
一
二
七
―
一

〔
付
記
４
〕

　

貴
重
資
料
の
調
査
・
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
、
米

子
市
立
図
書
館
、
鹿
島
恒
勇
氏
、
鹿
島
美
彦
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

三
五

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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On “Mudai utaawase－syu” owned by Municipal 
Yonago Historical-Museum

Watanabe Ken
（National Institute of Technology, Yonago College Department of Liberal Arts）

〔 A b s t r a c t 〕

　This paper will describe the result of survey and study on “Mudai utaawase－syu” owned 
by Municipal Yonago Historical-Museum.This book, which was formerly possessed by 
Kashima Tsuneo, has been pointed out that it is an important literal material as for grasping 
the substance of the activity of Yonago poetry circle in the end of the Edo era.
　This book is a manuscript which compiles 20 times of poetry parties or poetry contests 
held in Kashima family from 1853 to 1855, and it contains more than 1,000 poems. From 2016 
“Study group for ancient documents in National Institute of Technology, Yonago College” 
which the author belongs to, advanced the deciphering this book, and recently the work 
was fi nished. In this paper, based on the achievement of this work, the author attempted 
to analyze the activities such as poetry parties or poetry contests held in the Kashima 
family dividing them into three terms, and made a fundamental research and study on the 
attributes of the participating poets and the situation of their activities.

Keywords：The Kashima family, Kashima Nagayuki, Yonago poetry circle, Ruidai Waka-syu
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